
 

 

３Ｒ推進に向けた取組 

名称 小菅村林廃処理事業 

市町村 小菅村 

内容 

本村では、平成15年より可燃ごみと生ごみを別に収集するシステムを実施して

います。これにより家庭ごみへの減量化の取組を強化推進しています。また、生ご

みはスギやヒノキのおが粉、農業集落排水から排出される汚泥等を混ぜて発酵させ

、堆肥化する「林業廃棄物処理施設」で処理を行っています。この堆肥は、道の駅

こすげで低価格で販売し、循環型社会構築への取組として展開しています。 

実 績 又

は成果 

 本村では、可燃物の内、生ごみについては別途収集を行い、村の施設である林業

廃棄物処理施設において土壌改良剤（堆肥）に加工しています。このため委託処理

をしている可燃物の排出量を抑制し、循環型社会の構築に向け、ごみの減量化、生

ごみを堆肥にするリサイクルの取組をとおして、地球にやさしい環境への配慮と、

資源の有効活用に成果をあげています。 

 


